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祝
祭
日
に
は
国
旗
を 

掲
げ
ま
し
ょ
う 

皇
紀
二
六
八
三
年
の
新
春
を
迎
え
、
聖
寿
の
萬
歳
と
皇
室
の
弥
栄
、
併
せ
て
県
内

の
各
神
社
の
ご
隆
昌
と
ご
発
展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

昨
年
四
月
、
庁
長
に
再
選
さ
れ
た
際
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
終
息
し

て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
よ
う
に
諸
々
の
事
を
執
り
行

う
と
宣
言
致
し
ま
し
た
。
延
期
を
考
え
ず
、
ど
う
し
た
ら
出
来
る
か
、
ど
こ
ま
で
出

来
る
か
と
検
討
し
て
や
っ
て
い
き
た
い
と
申
し
上
げ
ま
し
た
。
そ
し
て
六
月
の
初
任

神
職
研
修
会
、
神
社
関
係
者
大
会
、
七
月
の
雅
楽
研
修
会
、
八
月
の
神
職
総
会
・
教

養
研
修
会
、
九
月
の
中
堅
神
職
研
修
会
、
国
民
精
神
昂
揚
運
動
合
同
研
修
会
等
を
開

催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

こ
れ
も
偏
に
皆
様
方
の
ご
協
力
の
賜
物
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

又
、
各
神
社
に
於
か
れ
ま
し
て
も
、
様
々
な
対
策
を
と
っ
て
従
来
に
近
い
神
事
・

神
賑
行
事
を
行
っ
て
頂
い
た
事
、
有
難
く
存
じ
ま
す
。 

 

本
年
は
昨
年
以
上
に
、
従
来
通
り
の
神
事
・
行
事
等
を
執
り
行
っ
て
ゆ
け
る
様
、

役
職
員
一
同
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
更
な
る
皆
様
方
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。 

  
 

 

令
和
五
癸
卯 

歳
旦 

佐
賀
県
神
社
庁
長 

德 

久 

俊 

彦 
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賀 

県 

神 
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三
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直
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主
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野
﨑 
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録
事 
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和 

長
高 

職
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溝
上
三
紀
子 

仝 
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ゆ
か
り 

佐
賀
県
神
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総
代
会 
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南
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和
幸 

副
会
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垣
内 
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理
事 
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仝 
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幸
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平
川 

哲
男 

佐
賀
県
神
社
庁
支
部
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佐
賀
地
区
第
二
支
部
南 
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吉 
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賀
地
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第
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支
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埼
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友
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﨑
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北
村 

建
治 

佐
賀
地
区
第
一
支
部 

 

中
村 

良
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賀
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神
社
総
代
会
支
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佐
賀
地
区
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部
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賀
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男 
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哲
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代
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﨑
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久
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西
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江
頭 
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浪 

勝
英 
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松
中 

浩
泰 
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式
講
師 

 

笠
原 

 

猛 

仝 
 

新
久
田
泰
之 

仝
助
教 

 

東 
 

孝
澄 

雅
楽
講
師 

 

佐
野 

安
正 

祭
祀
舞
講
師 

 

光
増 

隆
昭 

仝
講
師
補 

 

宮
田 

彩
子 

錬
成
行
事
道
彦 

 

馬
場 

正
典 

仝
助
彦 

 

朝
日 

淳
司 

訓
育
主
任 

 

野
﨑 

洸
史 
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神
社
本
庁
教
誨
師 

県
駐
在
教
誨
師 

 

村
田 

直
敏 

佐
賀
県
神
社
庁
教
化
委
員
会 

委
員
長 

 

八
幡 

崇
経 

副
委
員
長 

 

笠
原 

 

猛 

仝 
 

東 
 

孝
澄 

仝 
 

重
藤 

薫
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委
員 

 

川
浪
ひ
と
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仝 
 

大
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仝 
 

朝
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和
幸 

仝 
 

永
代
龍
三
郎 

幹
事
長 

 

戸
川 

健
士 

幹
事 

 

佐
野 

安
正 

仝 
 

宮
田 

有
尊 

仝 
 

宮
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古
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野
﨑 
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史 
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員 
 

名
和 
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高 
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賀
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神
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会 
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古
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勝
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副
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門 

仝 
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中 

寛
美 

仝 
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明
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仁
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晃 

仝 
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中 
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二 
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志
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松
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仝 
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会 

会
長 
三
嶽
神
社 

 

森
田 
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古
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宮 
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委
員 

若
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長
野 

由
子 
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西
田
レ
イ
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仝 

八
坂
神
社 
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行
事
予
定  

 

一
月 

 
 

四
日 

仕
事
始 

 

十
一
日 

学
神
祭 

 
 

 
 

於
神
社
庁 

二
十
二
日 

佐
嘉
神
社
松
原
神
社
新
春
奉
納 

書
道
展
表
彰
式 

二
十
四
日 

九
州
地
区
別
表
神
社
宮
司
会 

於
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
長
崎 

三
十
日 

役
員
会 

  

二
月 

 

十
一
日 

建
国
記
念
祭 

於
佐
賀
縣
護
國
神
社 

 
 

 
 

 

建
国
ま
つ
り 

 

於
平
和
会
館 

 
 

 
 

 

東
松
浦
地
区
西
支
部
建
国
記
念 

の
日
奉
祝
式
典 

 

十
四
日 

第
二
十
一
回
神
道
政
治
連
盟
時 

局
対
策
連
絡
会
議 

於
東
京
都 

二
十
二
日 

第
四
回
教
化
委
員
会 

二
十
五
日 

九
州
地
区
教
育
関
係
神
職
協
議 

会
研
修
会
佐
賀
大
会 

於
武
雄
市 
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事
務
連
絡  

令
和
四
年
十
二
月
一
日
付
教
化
発
第
一
四
八
号 

神
社
本
庁
教
化
広
報
部
長
名
・
神
社
庁
長
宛 

▼
「
共
同
社
報 

令
和
五
年
正
月
版
」
活
用
方 

推
奨
の
件 

標
記
の
件
、
左
記
デ
ー
タ
を
作
製
し
、
神
職

専
用
サ
イ
ト
に
掲
載
致
し
ま
し
た
の
で
、
貴
管

内
神
社
で
の
活
用
に
つ
き
推
奨
戴
き
ま
す
や

う
お
願
ひ
申
上
げ
ま
す
。 

 

ま
た
、
今
後
も
各
神
社
で
の
教
化
活
動
に
資

す
る
べ
く
様
々
な
資
材
の
デ
ー
タ
を
神
職
専

用
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
貴
管

内
神
職
に
は
本
サ
イ
ト
の
閲
覧
登
録
と
活
用

に
つ
き
、
合
は
せ
て
推
奨
願
ひ
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

記 

一
、
作
成
物 

 
 

 

「
共
同
社
報 

令
和
五
年
正
月
版
」 

 

Ａ
４
判 

カ
ラ
ー
両
面
刷 

 

P
o
w
e
r
p
o
i
n
t

デ
ー
タ 

 
 

 

神
社
名
と
連
絡
先
を
入
力
す
る
だ
け 

で
簡
単
に
各
神
社
の
社
報
を
作
製
す 

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 
 

 

左
記
部
分
の
文
字
入
力
、
差
替
へ
て
の 

プ
リ
ン
タ
ー
印
刷
が
可
能
で
す
。 

 
 

 

（
表
面
） 

 
 

 
 

題
字
（
○
○
神
社
社
報 

令
和
五
年 

正
月
号
）・
巻
頭
言
・
イ
ラ
ス
ト
・
顔 

写
真 

 
 

 

（
裏
面
） 

 
 

 
 

神
社
連
絡
先
・
コ
ラ
ム
記
事
・
祈
祷 

案
内 

一
、
そ
の
他 

 
 

 

御
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
教 

化
課
宛
に
御
連
絡
下
さ
い
。 

（
神
社
本
庁
教
化
広
報
部
教
化
課
） 

 

電
話
番
号
〇
三-

三
三
七
九-

八
〇
一
六 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス 

k
y
o
ka

@
ji

nj
a
ho

n
ch

o
.o

r
.j

p
 

以 

上 
 

 

令
和
四
年
十
二
月
七
日
付
総
神
発
第
六
一
三
号 

神
社
本
庁
総
務
部
長
名
・
神
社
庁
長
宛 

▼
宗
教
法
人
法
第
七
十
八
条
の
二
に
基
づ
く 

報
告
徴
収
・
質
問
権
の
行
使
基
準
に
つ
い
て 

 

標
記
の
件
、
所
轄
庁
が
宗
教
法
人
に
対
し
、

宗
教
法
人
法
第
七
十
八
条
の
二
に
基
づ
き
報

告
を
求
め
、
又
は
質
問
を
行
ふ
場
合
の
基
準
に

つ
い
て
、
宗
教
関
係
者
や
有
識
者
で
構
成
さ
れ

た
「
宗
教
法
人
制
度
の
運
用
等
に
関
す
る
調
査

研
究
協
力
者
会
議
」
で
の
議
論
を
経
て
去
る
十

一
月
八
日
に
決
定
し
、
文
化
庁
か
ら
各
都
道
府

県
に
対
し
通
知
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
別
紙
の
通

り
内
容
を
お
示
し
致
し
ま
す
。 

 

此
度
の
基
準
策
定
は
旧
統
一
教
会
問
題
に

端
を
発
す
る
も
の
で
、
宗
教
法
人
が
適
正
に
運

営
さ
れ
る
や
う
に
調
査
を
す
る
こ
と
は
あ
っ

て
も
、
行
政
機
関
が
む
や
み
に
権
限
を
行
使
し

て
信
教
の
自
由
を
損
な
ふ
こ
と
が
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
本
庁
で
は
議
論
の
行
方

を
注
視
し
て
ゐ
ま
し
た
が
、
抑
々
権
限
を
行
使

し
得
る
対
象
が
当
該
条
項
上
「
業
務
又
は
事
業

の
管
理
運
営
に
関
す
る
事
項
」
に
限
定
さ
れ
て

を
り
、
「
法
令
に
違
反
し
て
、
著
し
く
公
共
の

福
祉
を
害
す
る
と
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
る
行

為
を
し
た
こ
と
」
の
「
疑
い
」
に
つ
い
て
は
、

宗
教
法
人
に
属
す
る
人
の
法
令
違
反
や
法
人

の
法
的
責
任
を
認
め
る
公
的
機
関
の
判
断
が

あ
る
こ
と
や
、
公
的
機
関
に
寄
せ
ら
れ
た
情
報

で
客
観
的
な
資
料
や
根
拠
が
あ
り
、
同
様
の
行

為
が
相
当
数
繰
り
返
さ
れ
て
ゐ
た
り
、
被
害
が

重
大
で
あ
る
場
合
に
認
め
ら
れ
、
「
第
二
条
に

規
定
す
る
宗
教
団
体
の
目
的
を
著
し
く
逸
脱

し
た
行
為
を
し
た
こ
と
」
の
「
疑
い
」
に
つ
い

て
も
、
客
観
的
な
資
料
や
根
拠
が
あ
り
、
行
為

に
よ
る
結
果
や
影
響
の
内
容
・
程
度
、
行
為
を

行
っ
た
動
機
・
理
由
、
行
為
の
反
復
性
・
継
続

性
の
程
度
を
総
合
的
に
判
断
し
て
認
め
る
と

し
て
ゐ
ま
す
。 

 

右
の
通
り
、
此
度
の
報
告
徴
収
・
質
問
権
の

行
使
基
準
の
決
定
に
つ
い
て
は
、
抑
制
的
な
運

用
と
な
る
こ
と
か
ら
包
括
下
神
社
に
特
檀
の

影
響
は
な
い
も
の
と
思
は
れ
ま
す
の
で
、
併
せ

て
御
承
知
置
き
願
ひ
ま
す
。 

以 

上 
 

※
同
封
の
関
係
文
書
（
写
）
を
御
参
照
下
さ
い
。 

（
宮
司
の
み
に
封
入
） 
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令
和
四
年
十
二
月
七
日
付
総
神
発
第
六
二
三
号 

神
社
本
庁
総
務
部
長
名
・
神
社
庁
長
宛 

▼
消
費
税
の
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
の 

開
始
に
向
け
た
周
知
に
つ
い
て 

 

標
記
の
件
、
既
に
平
成
三
十
一
年
三
月
十
二

日
附
総
神
発
第
一
三
二
号
を
以
て
通
知
し
た

通
り
、
適
格
請
求
書
（
イ
ン
ボ
イ
ス
）
制
度
が

令
和
五
年
十
月
よ
り
開
始
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

文
化
庁
・
財
務
省
・
国
税
庁
連
名
の
文
書
を
以

て
（
公
財
）
日
本
宗
教
連
盟
を
通
じ
て
制
度
の

周
知
へ
の
協
力
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
当

該
文
書
（
写
）
及
び
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
へ
の

対
応
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
に
つ
い
て
（
概
要
）
」

を
添
付
し
て
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。 

 

現
に
消
費
税
が
課
さ
れ
て
ゐ
る
事
業
者
は

原
則
、
制
度
開
始
前
の
準
備
と
し
て
令
和
五
年

三
月
末
迄
に
税
務
署
へ
「
適
格
請
求
書
発
行
事

業
者
」
と
し
て
の
登
録
を
行
ひ
、
交
付
さ
れ
た

登
録
番
号
を
以
後
発
行
す
る
請
求
書
に
記
載

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

制
度
開
始
後
は
、
消
費
税
の
仕
入
税
額
控
除

の
対
象
と
な
る
の
は
、
こ
の
「
適
格
請
求
者
」

（
＝
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
の
登
録
番
号

が
付
さ
れ
た
請
求
書
）
に
基
づ
く
支
払
ひ
の
み

と
な
り
ま
す
の
で
、
管
下
神
社
に
収
益
事
業
や

公
益
事
業
を
行
っ
て
ゐ
て
、
現
に
消
費
税
が
課

さ
れ
て
ゐ
る
神
社
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
対
応
に

遺
漏
無
き
や
う
御
指
導
願
ひ
ま
す
。 

 

又
、
免
税
事
業
者
は
適
格
請
求
書
を
発
行
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
為
、
取
引
相
手
先
で
は
免

税
事
業
者
へ
の
支
払
分
は
仕
入
税
額
控
除
を

受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
が
、
制
度
の
円
滑
な

移
行
の
た
め
に
経
過
措
置
（
制
度
開
始
後
の
三

年
間
は
仕
入
税
額
八
〇
％
、
そ
の
後
の
三
年
間

は
仕
入
税
の
五
〇
％
を
控
除
で
き
る
措
置
）
が

設
け
ら
れ
て
ゐ
ま
す
の
で
、
簡
易
課
税
制
度
で

は
な
く
本
則
に
よ
る
仕
入
税
額
控
除
額
の
計

算
を
行
っ
て
ゐ
る
神
社
は
、
そ
の
点
も
注
意
が

必
要
で
す
。 

 

尚
、
送
付
が
あ
っ
た
依
頼
文
書
に
は
、
登
録

手
続
き
の
混
雑
を
避
け
る
た
め
、
令
和
五
年
三

月
末
の
期
限
よ
り
出
来
る
限
り
早
期
の
登
録

の
依
頼
の
ほ
か
、
制
度
に
係
る
各
種
案
内
な
ど

の
情
報
提
供
が
あ
り
ま
し
た
が
、
中
小
企
業
等

に
向
け
た
本
制
度
へ
の
対
応
の
た
め
の
Ｉ
Ｔ

導
入
補
助
金
等
に
つ
い
て
は
、
宗
教
法
人
は
対

象
外
と
な
っ
て
を
り
ま
す
の
で
、
御
注
意
願
ひ

ま
す
。 

以 

上 
 

※
同
封
の
関
係
文
書
（
写
）
を
御
参
照
下
さ
い
。 

（
宮
司
の
み
に
封
入
） 

 

令
和
四
年
十
二
月
八
日
付
総
神
発
第
六
六
五
号 

神
社
本
庁
総
長
名
・
神
社
庁
長
宛 

▼
神
社
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感 

染
症
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
定
に
つ
い
て 

 

標
記
の
件
、
本
庁
で
は
各
神
社
が
感
染
防
止

策
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
の
参
考
に
資
す

る
べ
く
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
、
周
知
を
図

っ
て
ゐ
ま
す
が
、
政
府
が
示
す
基
本
的
対
処
方

針
や
都
道
府
県
に
よ
る
感
染
防
止
措
置
の
変

更
、
厚
生
労
働
省
が
運
用
し
て
ゐ
た
接
触
確
認

ア
プ
リ
（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ａ
）
の
廃
止
等
を
踏
ま
へ
、

別
添
の
通
り
改
定
（
朱
書
部
分
が
改
定
箇
所
）

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
管
内
神
社
に

ご
周
知
戴
き
度
く
、
宜
し
く
お
願
ひ
申
上
げ
ま

す
。 

 

尚
、
改
訂
度
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
近
日
中

に
神
社
本
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
致
し
ま

す
。 

以 

上 
 

※
同
封
の
関
係
文
書
（
写
）
を
御
参
照
下
さ
い
。 

（
宮
司
の
み
に
封
入
） 

 

令
和
四
年
十
二
月
十
四
日
付
本
奉
発
第
一
一
三
号 

神
社
本
庁
本
宗
奉
賛
部
長
名
・
神
社
庁
長
宛 

▼
神
宮
大
麻
頒
布
に
か
か
る
広
報
活
動
に 

つ
い
て 

 

標
記
の
件
、
神
社
本
庁
で
は
「
三
ヶ
年
継
続

神
宮
大
麻
都
市
頒
布
向
上
計
画
」
の
一
環
と
し

て
左
記
の
通
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
貴
管
内
関

係
者
へ
の
御
周
知
方
お
願
ひ
致
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

記 

一
、
動
画
Ｃ
Ｍ 

 
 

 

十
二
月
十
五
日
よ
り
明
年
一
月
十
五 
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日
ま
で
の
間
、
十
五
秒
の
神
宮
大
麻
啓 

発
動
画
Ｃ
Ｍ
を
、
民
放
の
見
逃
し
配
信 

サ
ー
ビ
ス
「
Ｐ
ｒ
ｅ
ｍ
ｉ
ｕ
ｍ 

Ｖ
ｉ 

ｅ
ｗ
」
（
Ｔ
ｖ
ｅ
ｒ
・
各
放
送
局
配
信 

サ
イ
ト
）
や
オ
ン
ラ
イ
ン
動
画
共
有
サ 

ー
ビ
ス
（
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
）
で
配
信
。 

【
共
有
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
】 

Ｔ
ｖ
ｅ
ｒ
（h

t
t
p
:
/
/
t
v
e
r
.
j
p
/

） 

※
対
象
局 

 
 

 

日
本
テ
レ
ビ
（
Ｎ
Ｔ
Ｖ
）・
Ｔ
Ｂ
Ｓ
（
Ｔ 

Ｂ
Ｓ
）・
フ
ジ
テ
レ
ビ
（
Ｃ
Ｘ
）・
テ
レ 

ビ
朝
日
（
Ｅ
Ｘ
）
・
テ
レ
ビ
東
京
（
Ｔ 

Ｘ
）・
讀
賣
テ
レ
ビ
（
Ｙ
Ｔ
Ｖ
）・
毎
日 

放
送
（
Ｍ
Ｂ
Ｓ
）・
関
西
テ
レ
ビ
（
Ｋ
Ｔ 

Ｖ
）・
朝
日
放
送
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
）・
テ
レ
ビ 

大
阪
（
Ｔ
Ｂ
Ｏ
） 

【
各
奉
送
局
配
信
サ
イ
ト
】 

日
テ
レ
無
料
Ｔ
Ａ
Ｄ
Ａ 

（h
t
t
p
s:

/
/
c
u
.
n
t
v
.
c
o
.
jp

/

） 

Ｔ
Ｂ
Ｓ 

Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｅ 

（h
t
t
p
s
:
/
/
c
u
.
t
b
s
.
c
o
.
jo

/

） 

Ｆ
Ｏ
Ｄ 

（h
t
t
p
s
:
/
/
f
o
d
.
f
u
j
i
t
v
.
c
o
.
j
p
/

） 

テ
レ
朝
動
画 

(
https://douga.tv-asahi.co.jp/catchup

） 

ネ
ッ
ト
も
テ
レ
東 

（h
t
t
p
s
:
/
/
v
i
d
e
o
.
t
v
-
t
o
k
y
o
.
c
o
.
j
p
/

） 

ｙ
ｔ
ｖ
Ｍ
ｙ
Ｄ
ｏ 

（h
tt

p
s
:
//

w
ww

.
yt

v
.c

o
.j

p
/m

y
do

/

） 

Ｍ
Ｂ
Ｓ
動
画
イ
ズ
ム 

（h
tt

p
s:

//
d
is

m
.m

b
s.

j
p/

） 

カ
ン
テ
レ
ド
ー
ガ 

（h
tt

p
s
:
//

k
tv

-
sm

a
rt

.
jp

/
pc

/

） 

【
オ
ン
ラ
イ
ン
動
画
共
有
サ
ー
ビ
ス
】 

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ 

（h
tt

p
s
:
//

w
ww

.
yo

u
tu

b
e.

c
om

/

） 

※
配
信
対
象
は
、
十
八
歳
～
二
十
四
歳
・ 

男
女
、
二
十
五
歳
～
三
十
四
歳
・
女
性 

に
限
定
。 

一
、
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
動
画 

 
 

 

読
売
新
聞 

「
Ｙ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
Ｒ
Ｉ 

Ｏ
Ｎ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」

（h
tt

p
:/

/w
w
w.

y
om

i
ur

i
.c

o
.j

p
/)

 

 
 

 

産
経
新
聞
「
産
経
ニ
ュ
ー
ス
」 

（h
tt

p
:/

/w
w
w.

s
an

k
ei

.
co

m
/

）
に 

十
二
月
十
九
日
よ
り
明
年
一
月
四
日 

ま
で
の
間
、
動
画
Ｃ
Ｍ
を
掲
載
。 

 
 

 

ま
た
、
テ
キ
ス
ト
広
告
を
十
二
月
二
十 

二
日
よ
り
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の 

間
（
Ｙ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
Ｒ
Ｉ 

Ｏ
Ｎ
Ｌ
Ｉ
Ｎ 

Ｅ
）、
十
二
月
十
九
日
よ
り
明
年
一
月 

二
日
ま
で
の
間
（
産
経
ニ
ュ
ー
ス
）
掲 

載
。 

一
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
記
事 

女
性
誌
『
ａ
ｎ
ａ
ｎ
』（
マ
ガ
ジ
ン
ハ 

ウ
ス
）
と
提
携
し
、「
ａ
ｎ
ａ
ｎ 
Ｗ
Ｅ 

Ｂ
」-

「
ａ
ｎ
ａ
ｎ 

総
研
」 

（ht
t
ps

:
//

a
na

n
we

b
.j

p
/s

ok
e
n/

） 

に
神
宮
大
麻
関
係
記
事
を
掲
載
。
三 

回
連
載
で
、
十
二
月
十
九
日
、
十
二
月 

二
十
三
日
、
十
二
月
二
十
七
日
に
順 

次
配
信
開
始
。 

一
、
誌
面
広
告 

月
刊
『
サ
ン
キ
ュ
』（
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー 

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
令
和
五
年
一
月
号 

（
十
一
月
二
十
五
日
発
売
）
及
び
令 

和
五
年
二
月
号
（
十
二
月
二
十
三
日 

発
売
）
に
掲
載
。 

別
紙
（
一
）
の
通
り 

一
、
ラ
ヂ
オ
Ｃ
Ｍ 

十
二
月
二
十
日
よ
り
明
年
一
月
三
日 

ま
で
の
間
、
Ｆ
Ｍ
東
京
ほ
か
全
国
三 

十
七
局
、
日
本
放
送
ほ
か
全
国
三
十 

四
局
で
実
施
。 

別
紙
（
二
）
の
通
り 

一
、
新
聞
広
告
掲
載 

令
和
四
年
十
二
月
三
十
日
、
読
売
聞

全
国
版
朝
刊
（
十
五
段
・
カ
ラ
ー
）

に
神
宮
大
麻
啓
発
広
告
を
掲
載
。 

一
、
そ
の
他 

神
社
本
庁
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
映 

像
資
材
を
、
神
職
専
用
サ
イ
ト
に
頒 

布
資
材
一
覧
を
掲
載
。 

以 

上 
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令
和
四
年
十
二
月
十
六
日
付
広
国
発
第
一
七
号 

神
社
本
庁
教
化
広
報
部
長
名
・
神
社
庁
長
宛 

▼
神
職
専
用
サ
イ
ト
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
公
開 

の
件 

 

標
記
の
件
、
各
神
社
で
の
運
営
・
教
化
活
動

に
資
す
る
た
め
公
開
し
て
を
り
ま
す
、
神
社
本

庁
神
職
専
用
サ
イ
ト
に
つ
き
ま
し
て
は
、
利
便

性
向
上
を
目
的
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
致
し

ま
し
た
の
で
こ
こ
に
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

記 

一
、
公
開
日
時 

 
 

 

十
二
月
二
十
日
（
水
）
午
後
二
時
頃 

一
、
内 

容 

今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
よ
り
、
サ
イ
ト 

の
利
便
性
向
上
の
ほ
か
、
新
た
に
『
月 

刊
若
木
』
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
同
サ 

イ
ト
に
公
開
致
し
ま
す
。
全
文
検
索
等 

の
利
用
も
可
能
と
な
っ
て
を
り
ま
す 

の
で
、
御
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
ひ
に 

存
じ
ま
す
。 

一
、
そ
の
他 

御
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、 

広
報
国
際
課
宛
に
御
連
絡
下
さ
い
。 

以 

上 
 

 

令
和
四
年
十
二
月
二
十
一
日
付
本
奉
発
第
一
一
七
号 

神
社
本
庁
総
長
名
・
神
社
庁
長
宛 

▼
令
和
四
年
度
春
季
「
親
子
参
宮
団
」
中
止
の
件 

 

標
記
の
件
、
例
年
企
画
を
奨
励
し
て
を
り
ま

す
「
親
子
参
宮
団
」
に
つ
き
ま
し
て
、
令
和
四

年
度
の
春
季
実
施
分
に
つ
い
て
も
、
未
だ
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
が
見
え
ぬ

状
況
で
す
の
で
、
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
判

断
致
し
ま
し
た
。 

 

つ
き
ま
し
て
は
、
貴
庁
管
内
へ
そ
の
旨
御
周

知
の
程
宜
し
く
お
願
ひ
申
上
げ
ま
す
。 

以 

上 
 

 

令
和
四
年
十
二
月
二
十
一
日
付
本
奉
発
第
一
一
八
号 

神
社
本
庁
本
宗
奉
賛
部
長
名
・
神
社
庁
長
宛 

▼
「
神
宮
大
麻
頒
布
向
上
啓
発
Ｃ
Ｍ
ス
ポ
ッ
ト
」 

（
平
成
十
九
年
版
）
使
用
中
止
の
件 

 

標
記
の
件
、
神
社
本
庁
が
平
成
十
九
年
に
制

作
し
た
神
宮
大
麻
啓
発
動
画
「
心
が
世
界
を
変

え
て
い
く
」
に
つ
い
て
、
此
度
、
制
作
会
社
よ

り
、
使
用
に
関
す
る
権
利
関
係
に
問
題
が
あ
り

今
後
も
継
続
し
て
使
用
す
る
こ
と
は
適
切
で

な
い
と
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

つ
き
ま
し
て
は
、
当
該
動
画
の
公
式
ホ
ー
ム

於
エ
ー
ジ
及
び
他
媒
体
へ
の
掲
載
、
映
像
資
材

と
し
て
の
提
供
な
ど
、
一
切
の
使
用
を
中
止
す

る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
の
で
、
貴
管
内
に
お
き

ま
し
て
も
、
当
該
動
画
の
使
用
中
止
に
つ
き
、

周
知
徹
底
戴
き
ま
す
や
う
、
お
取
り
計
ら
ひ
の

程
、
宜
し
く
お
願
ひ
申
上
げ
ま
す
。 

以 
上 

 

  

◇
◆
◇
教
化
委
員
た
よ
り
◆
◇
◆ 

 
 

 
 

 

唐
津
神
社
祢
宜 

戸
川 

健
士 

 

今
年
度
よ
り
教
化
委
員
会
も
任
期
満
了
改

選
と
な
り
、
新
し
い
メ
ン
バ
ー
で
三
カ
年
の
活

動
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。 

昨
年
十
一
月
二
十
九
日
に
は
今
後
の
事
業

方
針
や
具
体
的
取
り
組
み
を
話
し
合
う
第
三

回
目
の
会
議
が
神
社
庁
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

前
期
同
様
に
メ
ン
バ
ー
を
三
つ
の
部
会
に

振
り
分
け
、 

第
一
部
会 

研
修 

第
二
部
会 

広
報 

第
三
部
会 

本
宗 

と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
ま
た
新
し
い
目
標
を
掲
げ

て
事
業
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
全
体
で
取
り
組
む
事
業
と
し
て
、 

① 

神
社
振
興 

② 

神
社
庁
の
デ
ジ
タ
ル
推
進 

③ 

神
社
誌
編
纂 

の
三
つ
を
進
め
て
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

私
が
所
属
し
て
い
る
第
二
部
会
の
広
報
で

は
、
ま
ず
部
会
の
方
針
と
し
て
「
神
社
に
無
関

心
な
特
に
若
い
世
代
に
、
い
か
に
興
味
を
持
っ

て
神
社
に
参
拝
に
来
て
も
ら
う
か
」
と
い
う
課

題
を
掲
げ
て
仕
掛
け
づ
く
り
や
情
報
発
信
に

取
り
組
む
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 
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具
体
的
事
業
案
と
し
て 

① 
Y
o
u
T
u
b
e

に
よ
る
広
告 

② 
T
V

広
告
（
県
内
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を 

使
っ
た
広
報
） 

③ 

著
名
な
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
と
の
契 

約
（
神
社
庁
の
公
式S

N
S

を
開
設
し
、 

県
内
神
社
紹
介
や
教
化
に
関
す
る
事 

を
行
っ
て
も
ら
う
） 

④ 

研
修
会
の
開
催
（S

N
S

の
活
用
方
法
等
） 

こ
れ
ら
を
実
行
す
る
上
で
の
課
題
と
し
て

ま
ず
広
報
動
画
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
予
算
の
問
題
が
あ
り
、
自
前
で
作
成
す
る
と

費
用
は
抑
え
ら
れ
る
が
、
動
画
撮
影
の
機
材
購

入
や
撮
影
・
編
集
ス
キ
ル
な
ど
時
間
と
手
間
が

か
か
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
県
内
に
は
佐
賀
県

の
広
報
動
画
作
成
会
社
等
複
数
あ
り
、
今
後
は

そ
の
選
定
を
進
め
て
い
く
事
と
な
り
ま
し
た
。 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
は
自
身
が
動
画
作
成
・

編
集
す
る
の
で
す
が
、
そ
の
人
物
選
定
と
報
酬

等
が
発
生
す
る
課
題
が
あ
り
、
ま
た
投
稿
時
に

神
社
界
に
相
応
し
い
も
の
か
検
閲
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
等
々
、
課
題
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
神
社
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
に
つ
い

て
は
、
掲
載
内
容
の
ペ
ー
ジ
ご
と
に
担
当
を
割

り
振
り
、
一
般
向
け
の
ペ
ー
ジ
で
は
本
務
神
社

の
一
覧
や
参
拝
作
法
な
ど
基
本
的
な
項
目
の

他
、
青
年
会
のF

a
c
eb

o
ok

の
挿
入
な
ど
が
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
。 

一
方
、
県
内
神
職
向
け
ペ
ー
ジ
で
は
庁
報
や
事

業
予
定
な
ど
最
新
の
情
報
を
閲
覧
出
来
る
よ

う
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

前
期
よ
り
の
継
続
事
業
で
あ
る
神
社
誌
編

纂
で
は
各
支
部
で
進
捗
が
芳
し
く
な
い
状
況

で
あ
り
、
神
社
明
細
書
の
提
出
を
優
先
的
に
取

り
纏
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
す
る
事
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
神
社
社
殿
の
写
真
の
提

出
な
ど
皆
様
に
お
手
数
を
お
掛
け
致
し
ま
す

が
、
引
き
続
き
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

  
事
務
報
告  

【
階
位
授
与
】 

■
山
下 

美
幸 

 

無
試
験
検
定
に
依
り
権
正
階
を
授
く 

令
和
四
年
十
一
月
二
十
日 

【
任 

免
】 

■
山
下 

美
幸 

 

佐
賀
市
松
原 

 

佐
嘉
神
社
権
禰
宜
に
任
ず
る 

令
和
四
年
十
二
月
二
十
日 

■
出
雲
神
社
宮
司 

北
島 

昭
次 

 

神
埼
郡
吉
野
ヶ
里
町 

 
 

天
満
神
社
宮
司
代
務
者 

 
 

天
満
神
社
宮
司
代
務
者 

 
 

事
比
羅
神
社
宮
司
代
務
者 

 
 

海
童
神
社
宮
司
代
務
者 

 
 

熊
野
神
社
宮
司
代
務
者 

 
 

熊
野
神
社
宮
司
代
務
者 

 
 

大
神
宮
宮
司
代
務
者 

 
 

宝
満
神
社
宮
司
代
務
者 

 
 

天
満
神
社
宮
司
代
務
者 

 
 

天
神
社
宮
司
代
務
者 

 
 

厳
島
神
社
宮
司
代
務
者 

 
 

田
手
神
社
宮
司
代
務
者 

 

願
に
よ
り
兼
職
を
免
ず
る 

令
和
四
年
十
二
月
三
十
一
日 

 

■
𡈽
器
山
八
天
神
社
宮
司 

朝
日 

芳
彦 

 

神
埼
郡
吉
野
ヶ
里
町 

 
 

兼
ね
て
天
満
神
社
宮
司
に
任
ず
る 

 
 

兼
ね
て
天
満
神
社
宮
司
に
任
ず
る 

 
 

兼
ね
て
事
比
羅
神
社
宮
司
に
任
ず
る 

 
 

兼
ね
て
海
童
神
社
宮
司
に
任
ず
る 

 
 

兼
ね
て
熊
野
神
社
宮
司
に
任
ず
る 

 
 

兼
ね
て
熊
野
神
社
宮
司
に
任
ず
る 

 
 

兼
ね
て
大
神
宮
宮
司
に
任
ず
る 

 
 

兼
ね
て
宝
満
神
社
宮
司
に
任
ず
る 

 
 

兼
ね
て
天
満
神
社
宮
司
に
任
す
る 

 
 

兼
ね
て
天
神
社
宮
司
に
任
ず
る 

 
 

兼
ね
て
厳
島
神
社
宮
司
に
任
ず
る 

 
 

兼
ね
て
田
手
神
社
宮
司
に
任
ず
る 

令
和
五
年
一
月
一
日 
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【
承 

認
】 

■
境
内
地
模
様
替 

 

香
椎
神
社 

 
 

佐
賀
市
久
保
田
町
徳
万
一
五
五
六
番
地 

令
和
四
年
十
一
月
二
十
四
日 

【
御
垣
内
特
別
参
拝
許
可
願
申
請
報
告
】 

■
八
幡
神
社
宮
司 
宮
﨑 

浩
司 

 

・
参
拝
日 

皇
大
神
宮 

 
 

 
 

 
 

令
和
四
年
十
二
月
五
日 

豐
受
大
神
宮 

令
和
四
年
十
二
月
五
日 

・
員 

数 

代
表 

 

宮
﨑
浩
司  

他
三
名 

■
伊
勢
神
社
宮
司 

古
川 

和
生 

 

・
参
拝
日 

皇
大
神
宮 

 
 

 
 

 
 

令
和
四
年
十
二
月
十
三
日 

豐
受
大
神
宮 

令
和
四
年
十
二
月
十
三
日 

・
員 

数 

代
表 

 

野
田
建
設
代
表 

 

野
田
耕
治  

他
九
名 

 

寄

贈

図

書

等

目

録

並

び

に

御

芳

名 

自 

令
和
四
年
十
二
月 

 

一
日 

同
三
十
一
日 

・
多
度
山 

第
六
六
号 

多
度
大
社 

様 

・
石
上 

第
六
五
号 

石
上
神
宮 

様 

・
霊
峰
冨
士 

第
一
〇
四
号 

富
士
山
本
宮
浅
間
大
社 

様 

・
靖
國 

第
八
〇
九
号 

靖
國
神
社 

様 

・
令
和
五
年
版
氏
子
教
化
カ
レ
ン
ダ
ー 

北
海
道
神
社
庁
札
幌
支
部
青
年
神
職
会 

文
月
会 

様 

・
埼
玉
県
神
社
庁
関
係
者
名
簿 

埼
玉
県
神
社
庁 

様 

・
岡
山
県
神
社
関
係
者
名
簿 岡

山
県
神
社
庁 

様 

・
令
和
五
年
度
神
職
手
帳 

北
海
道
神
社
庁 

様 
・
山
梨
県
神
社
関
係
者
名
簿 山

梨
県
神
社
庁 

様 

・
す
い
と
く 

第
八
二
一
号 

竹
駒
神
社 

様 

・
全
国
東
照
宮
連
合
會
々
報 

第
五
十
五
号 

全
国
東
照
宮
連
合
会 

様 

・
佐
加
太
利 

第
一
一
〇
号 

防
府
天
満
宮 

様 

・
水
天
門 

第
一
〇
〇
号 

赤
間
神
宮 

様 

・
鳥
取
縣
神
社
廳
報 

第
一
〇
一
号 

鳥
取
県
神
社
庁 

様 

・
代
々
木 

第
五
三
一
号 

明
治
神
宮 

様 

・
北
海
道
神
社
庁
報 

第
一
二
七
四
号 

北
海
道
神
社
庁 

様 

・
儀
礼
文
化
ニ
ュ
ー
ス 

第
二
二
八
号 

一
般
社
団
法
人 

儀
礼
文
化
学
会 

様 

・
日
本
文
化
研
究
所
年
報 

第
十
五
号 

國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構 

様 

・
弁
財
さ
ん 

第
二
四
号 

天
山
社
宮
司
円
城
寺
雄
二 

様 

・
大
洗
さ
ま 

第
五
二
号 

大
洗
磯
前
神
社 

様 

・
浪
速
文
叢 

第
三
四
号 

大
阪
国
学
院 

様 

・
令
和
四
年
東
京
都
神
社
／
神
職
名
簿 

・
東
神 

№
一
〇
二
四 東

京
都
神
社
庁 

様 

・
神
道
香
川 

第
二
六
九
号 

香
川
県
神
社
庁 

様 

・
お
明
神
さ
ま 

第
二
四
八
号 

・
御
大
典
奉
祝
記
念
事
業
奉
賛
募
金
委
員
会
だ
よ
り 

三
嶋
大
社 

様 

・
い
や
比
古 

第
三
〇
九
号
第
三
一
〇
号
合
併
号 

彌
彦
神
社 

様 

・
滋
賀
縣
神
社
庁
報 

№
二
一
〇
号 

滋
賀
県
神
社
庁 

様 

・
國
見 

第
二
二
六
号 

・
令
和
四
年
度
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品 

茨
城
県
神
社
庁 

様 
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各 

提 

出 

物 

の 

お 

願 

い 
 

神
社
役
員
・
崇
敬
者
調
査 

 

支 

部
締
切･

･
･

一
月
十
五
日
（
日
） 

 

神
社
庁
締
切･

･
･

一
月
二
十
日
（
金
） 

 

神
社
庁
定
例
表
彰
内
申 

 

支 

部
締
切･

･
･

一
月
二
十
日
（
金
） 

 

神
社
庁
締
切･

･
･

一
月
末
日 

 

神
社
活
動
に
関
す
る
全
国
調
査 

 

支 

部
締
切･

･
･

二
月
十
五
日
（
水
） 

 

神
社
庁
締
切･

･
･

二
月
二
十
一
日
（
火
） 

 

神
宮
大
麻
精
算
関
係 

 

支 

部
締
切･

･
･

二
月
一
日
（
水
） 

 

神
社
庁
締
切･

･
･

二
月
十
五
日
（
水
） 

 

 

令
和
五
年 

学
神
祭
斎
行
の
御
案
内 

新
年
に
あ
た
り 

神
社
庁
神
殿
に
て
学
神
祭
を
斎
行
致
し
ま
す 

祭
典
に
併
せ 

竹
の
園
生
の
儀
式
に
倣
い 

講
書
始
の
儀
並
び
に 

賀
寿
の
御
祝
も
執
り
行
い
ま
す
の
で 

御
参
列
下
さ
い
ま
す
よ
う 

御
案
内
申
し
上
げ
ま
す 

 

一
、
日 

時 

令
和
五
年
一
月
十
一
日
（
水
）
午
後
三
時 

一
、
場 

所 

神
社
庁
神
殿
（
平
和
会
館
三
階
・
神
殿
の
間
） 

一
、
講
書
始 

佐
野
常
民
と
三
重
津
海
軍
所
跡
の
歴
史
館 

館
長 

諸
田 

謙
次
郎 

先
生 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「
佐
野
常
民
と
そ
の
時
代
」 

一
、
祝
意
表
明 

一
、
御
案
内 

神
社
庁
役
員
、
協
議
員
、
研
修
所
講
師
、
支
部
長
、 

支
部
幹
事
、
大
麻
幹
事
、
教
化
委
員
、
県
総
代
会 

役
員
、
評
議
員
、
総
代
会
支
部
長
、
各
指
定
団
体 

会
長
、
敬
神
婦
人
会
単
位
会
長
、
他
管
内
神
職 

  
 

 

※
既
に
御
案
内
の
通
り
、
往
復
ハ
ガ
キ
返
信
面
で
参
列
の
有
無
に 

つ
い
て
お
知
ら
せ
願
い
ま
す
。 

年
末
年
始
の
閉
庁
期
間
に
つ
い
て 

 
 

十
二
月
二
十
九
日
（
木
） 

 
 

十
二
月 

三
十
日
（
金
） 

 
 

十
二
月
三
十
一
日
（
土
） 

 
 

 

一
月 
 

一
日
（
日
） 

 
 

 

一
月 

 

二
日
（
月
） 

 
 

 

一
月 

 

三
日
（
火
） 

 

※
一
月
四
日
は
庁
内
神
事
の
為
、 

午
後
以
降
の
対
応
に
な
り
ま
す
。 


